
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

士幌町立士幌小学校 学校便り 

（文責）校長 川 原 千 暢 
第７号 令和７年 ９月１９日 

9 月 10 日から 2 日間、札幌・小樽の行程で修学旅行を実施しました。天候にも恵まれ、6 年生

はみんな事故や怪我などもなく、大きな思い出とともに元気に帰校してきました。 

１日目は、白い恋人パーク見学から自主研修へ。子供たちは各グループに分かれ、計画に基づき地

下鉄などを使いながら札幌市内の施設を巡りました。大きなホテルもそれぞれ満喫できました。 

２日目は、おたる水族館から小樽市内の街散策コースで、ここでもグループで協力しながら楽しく

研修を進めることができました。 

この２日間の修学旅行を通して子供たちは、初めて見るものや、北海道の中心である札幌市の文化

や歴史に触れ、普段はできないたくさんの貴重な経験をすることができたと思います。 

修学旅行の実施にあたっては、保護者並びに関係者の皆様に様々なご準備、ご協力をいただきまし

たことに、深く感謝申し上げます。 

 

 

 

【後期児童会三役】 
 

〇会 長 下山  蘭さん（６年） 

〇副会長 古田菜々実さん（６年） 

     松山 開晴さん（５年） 

〇書 記 渡邉 侑莉さん（６年） 

     荒井 結亜さん（５年） 

     竹腰 明未さん（４年） 

９月５日（金）、後期児童会選挙がありました。 

今回立候補した14名はどの子も、責任者や周りの友達の

協力を得ながら、当日まで遊説等の選挙活動を頑張ってい

ました。また、選挙管理委員の子供たちもしっかりと当日

の司会を務め、準備や開票作業などの仕事に責任をもって

取り組んでいました。 

６時間目の立会演説会では、「挨拶の励行」や「正しい廊

下歩行の徹底」などを具体方策に、目指す「明るい学校」

「楽しい学校」「いじめのない学校」など、立候補者それぞ

れ投票者に向けて熱く訴えかけていました。 

選ばれた子もその他の子も、４年生以上みんなで取り組

む児童会、全員で協力しながら後期の士幌小学校を立派に

進めていってください。 

子供たちの活躍に期待しています！ 

 

♠白い恋人パークにて ♦ロッテリアにて昼食 ♥諏訪神社見学（自主研修）にて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日（水） アグリスクール（３年） 

 ２日（木） 後期児童会認証式（全校朝会） 

３日（金） 前期あゆみ発行日 

６日（月） 学習発表会特別時間割開始 

７日（火） 学習発表会実行委員会① 

１３日（月） スポーツの日（祝日） 

１４日（火） 学習発表会実行委員会② 

２０日（月） 学習発表会実行委員会③ 

２１日（火） 学習発表会総練習 

２３日（木） 前日準備（学習発表会実行委員会④） 

２４日（金） 学習発表会 

２７日（月） 学習発表会実行委員会⑤（反省） 

２８日（火） 後期児童会総会 

 

士幌町盆踊り仮装コンクール＜8月20日＞ 

１３名の有志によって結成されたチームが、先月

２０日に行われた士幌町盆踊り仮装コンクールに

出場し、見事準優勝となりました。 

この様子は町広報誌でも取り上げられ、「Ninten 

do(任天堂)」というテーマで、その雄姿が伝えられ

ていました。おめでとうございます！ 

第26回十勝管内町村少年野球秋季大会 

＜9月7日＞ 

準優勝  士幌ファイターズ 

 

９月１日午前１０時、全道で実施され

た北海道シェイクアウトの統一行動訓練

に全児童で参加しました。 

放送に従い、Drop→Cover→Hold on 

の手順で、身の安全を守るための 1 分間

の行動をとりました。 

 

団体準優勝 大乱闘！士幌アタックブラザーズ 

メンバー １年生 佐藤颯一・西部京  

４年生 尾澤明香里・富松静菜・名波心菜・布谷唯華・佐藤葉奈・西部憂・山岸未羽 

    佐藤陽希・遊塚昇吾 

５年生 杉本駿希     ６年生 尾澤叶真 

今シーズン好成績を続けている士幌ファ

イターズですが、今回も前大会（７月）に続

き準優勝という輝かしいものでした。（決勝

の相手も前回と同じとのことです。）優勝ま

であと一歩というところですが、それでも十

勝の２位に君臨し続けることは大変であり、

本当に素晴らしいことです。 

選手の皆さん、本当にお疲れ様でした！ 

 


